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編　集　後　記

　「臨牀透析」の “平成最後の 12月号” を腹膜透析の
特集で締め括ることになった．考えてみれば腹膜透析
の歴史も実際のところは結構古く，米国のMaxwellら
が 1959年に間欠的腹膜透析（IPD）を開始してからす
でに 59年，わが国の先達らがMaxwellらの報告を見
て，見様見真似で IPDを開始したのが 55年前のこと
であった．もちろん IPDの前には，半透膜での尿素の
抽出（Graham，1854年）に始まり，1943年に Kolff
による回転ドラム型装置の開発に至る血液透析（HD）
の開発史がある．
　しかし PDは，手技も単純で，低コストで，効果は
HDと遜色なく，医療保険も適用されたが，わが国で
の腎代替治療の主流にはなれず，欧米諸国と比較して
もその割合が異常に少ない．ところが近年になって医
療経済的視点のみならず，残存腎機能の保持，高齢者

の在宅治療にも有用であることが再考されている．さ
らにこの 50余年の間に PD療法周辺の技術も格段に
進歩し，とくに中性透析液の登場で被囊性腹膜硬化症
の発症が著明に減少している．そして本年（2018年）
春の医療費改定において，PDと腎移植の普及を強力
に推進する政策が診療報酬に明瞭に盛り込まれた（詳
細は本特集を参照）．
　そこで本特集では，現時点での PD治療の到達点を
取り上げた．そして疾患の治癒や病状軽減に科学的に
妥当と考えられる対応（cure）と，その手段をいかに
して身体的・精神的負担をより少なく患者に提供する
（care）か…の二つの観点から論じていただいた．
　読者にとっても平成最後の年末に当たり，本特集の
もつ意義を再考いただければ幸甚である．
 （鈴木正司）
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